
2021年度（令和3年度）水道事業の予算の概要

2021年度（令和3年度）水道事業の予算の概要をお知らせします。

水道事業

１　業務予定量

水道事業の業務予定量は，次のとおりです。

給 水 戸 数 215,431 戸 215,043 戸 388 戸

年 間 総 配 水 量 49,518,113 ㎥/年 50,267,079 ㎥/年 △ 748,966 ㎥/年

一 日 平 均 配 水 量 135,666 ㎥/日 137,718 ㎥/日 △ 2,052 ㎥/日

主要な建設改良事業 43億700 万円 47億1,000 万円 △4億300 万円

事 項
2021年度 2020年度

増 減
（令和3年度） （令和2年度）
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水道事業の年間総配水量と給水戸数の推移
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～
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２　 建設改良事業の概要

に実施する主な建設改良事業は次のとおりです。

○配水管整備事業【25億5,300万円】

　「第八次配水管整備事業計画」

　2017年度（平成29年度）から2021年度（令和3年度）　「５か年計画」

　・配水管布設替

　　　基幹管路整備工事　　　　延長　＝　1,850m

　　　重要管路整備工事　　　　延長　＝　1,596m

　　　一般管路整備工事　　　　延長　＝ 28,103m

○配水管及び施設改良事業【17億5,400万円】

　　・場内配管布設工事（加圧ポンプ所・調整池）

　　・出原浄水場1群3号井改築工事

　　・明王台配水池法面崩壊対策工事　ほか

　安全で良質な水道水の安定した供給体制の確立や災害に強い水道施設整備のため，2021年度（令和3年度）

29億9,801万円

37億6,457万円 37億6,244万円
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～～
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３　財政状況等

（1）収益的収支（水道料金の収納や水道水の供給などに伴い発生する収入と支出）

（税込み）

収 益 的 収 入

（うち，水道料金収入）

収 益 的 支 出

差 引

（80億7,685万円) （81億8,362万円) （△1億677万円)

増 減
（令和3年度） （令和2年度）

89億3,749万円 91億3,359万円 △1億9,610万円

76億6,045万円 75億3,775万円 1億2,270万円

前年度に比べて1億2,270万円（1.6％）増加し，76億6,045万円です。この結果，収益的収入と収益的

収益的収入は，前年度に比べて1億9,610万円（2.1％）減少し，89億3,749万円です。一方，収益的支出は，

支出の差し引きは，12億7,704万円の純利益となる見込みです。

事 項
2021年度 2020年度

12億7,704万円 15億9,584万円 △3億1,880万円

74億7,413万円
75億1,577万円 75億4,086万円 75億2,503万円
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73億4,259万円

68億円

69億円

70億円

71億円

72億円

73億円
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75億円
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78億円
水道料金収入の推移（税抜き）

0億円
～～

（実績） （実績） （実績） （実績） （予算） （予算）

2016年度

（平成28年度）

2017年度

（平成29年度）

2018年度

（平成30年度）
2019年度

（令和元年度）

2020年度

（令和2年度）

2021年度

（令和3年度）

水道料金収入

80億7,685万円

補助金などの収益化

5億339万円

その他の収益

3億5,725万円

安全で良質な水をつくるた

めの費用

14億7,550万円

家庭まで安全に水を

送るための費用

13億483万円

料金収納や経営管理

などの費用

5億8,610万円

施設などの資産価値の減少（減価償却費等）

35億2,016万円

借入金の利息

5億4,719万円

その他の費用

2億2,667万円

当年度純利益

12億7,704万円

水道事業収益的収支

予算額（税込み）

収入 89億3,749万円

支出 76億6,045万円
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（2）資本的収支（水道施設の建設・改良などにかかる収入と支出）

不足する額は，45億5,837万円となる見込みです。

　なお，不足額は，減価償却費など企業の内部に留保される資金等で補てんします。

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

差 引

1,867万円

73億9,882万円 △3億5,881万円

前年度に比べて3億5,881万円（4.8％）減少し，70億4,001万円です。この結果，資本的収入が資本的支出に

△45億5,837万円 △49億3,585万円 3億7,748万円

資本的収入は，前年度に比べて1,867万円（0.8％）増加し，24億8,164万円です。一方，資本的支出は，

2021年度
事 項

2020年度
増 減

（令和2年度）（令和3年度）

24億8,164万円

70億4,001万円

24億6,297万円

借入金の借入

18億円 補助金

2,633万円

一般会計繰入金

3億5,182万円

その他の収入

3億349万円

資金不足額

45億5,837万円

水道施設の建設・改

良のための支出

44億1,204万円借入金の返済

26億2,797万円

水道事業資本的収支

予算額（税込み）

収入 24億8,164万円

支出 70億4,001万円

- 4 -



(3）借入金の状況

借入金の残高は，前年度に比べて8億2,797万円（2.4％）減少し，342億7,652万円となる見込みです。
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～～
～～

（実績） （実績） （実績） （実績） （決算見込） （予算）
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